重点地区配慮状況（大規模建築物の建築等）

武蔵小山駅周辺地区Ａ地区の景観形成基準に対する措置状況説明書（大規模建築物の建築等）
	当該行為における景観形成に関する考え方

	記載欄


	 (1) 配置

	
	壁面の位置の連続性や適切な隣棟間隔の確保など、周辺の街並みに配慮した配置とする。
記載欄



	
	隣接する建築物との壁面の位置等を考慮する。
 記載欄

 

	(2) 高さ・規模

	
	高さは、「武蔵小山駅周辺地域街並み誘導指針」を踏まえて、周辺建築物群のスカイラインとの調和を図る。
記載欄



	
	主要な眺望点（道路、公園など）からの見え方に配慮する。
記載欄



	 (3) 公開空地・外構・緑化等

	
	緑化に当たっては、樹種の選定に配慮し、周辺の景観との調和を図るとともに、植物の良好な育成が可能となるよう、植栽地盤を工夫する。 
記載欄




　上記以外で特に景観に配慮した事項
	


